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令和５年度全建賞  推  薦  調  書 

 インフラ整備の事業又は施策の部（インフラの部） 

 
ふ   り   が   な    ひさいちょうしゃとぼうさいせんたーのがっちくちょうしゃしんちくせいびじぎょう 

1．事業 (施策 )の名称 被災庁舎と防災センターの合築庁舎新築整備事業 

2．事業(施策)実施期間   令和２年１２月１６日  ～令和５年３月１５日 

3．事 業 費 (工 事 費 ) ９,７００百万円 

4．キーワード 熊本地震、被災庁舎の復旧、防災センターの機能向上 

5．事業概要 

 熊本地震で大きな被災を受けた「熊本土木事務所庁舎」及び「熊本総合庁舎」を建て替える必要があった。また、県

庁内の「防災センター」は、高層階（１０階）設置や不十分な活動スペース等が課題となり、今後の大規模災害に備え

た施設整備が必要となった。 

 これらの課題を解消しかつ建物の有効活用や建設費の縮減を図るため、３つの施設を県庁敷地内に合築した。 

 

6．アピールする事業又は施策の「手段」と「秀でた成果」 

ハード or ソフトの分類 

：該当する方に○印 
① ハード面 に秀でた事業 ② ソフト面 に秀でた取組 

アピールする 

１）「手段」 
 

（b）既従の技術の創意工夫、活用 

（d）その他 

（ ） 

（ ） 

（a）住民参画（ワークショップ等） 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

アピールする 

２）「秀でた成果」 
 

（a）当該取組による本来目的の効果 

（g）バリアフリー・ユニバーサルデザイン

の実現 

（ｌ）その他 

（ ） 

（a）当該取組による本来目的の効果 

（ ） 

（ ） 

（ ） 

 

7．特にアピールしたい点 

 「大規模災害時においても防災拠点として十分な機能を発揮する」、「人と環境にやさしく、だれでもが快適に利用で

きる」、「熊本地震により整備することとなった県央広域本部の庁舎と防災センターを県庁敷地内に合築するメリットを

十分発揮する」施設整備を行うことができた。 

施設整備にあたってはだれもが使いやすい施設を目指し、設計段階から車いす利用者や障がい者等の方の意見

を聞きながら計画を進めた。また、工事段階においてもそれらの意見を反映した多目的トイレ及び授乳室の実物大模

型（モックアップ）を制作して、実際の使い勝手などを検証しながら施設整備を進めた。 

 また、内装木質化の一つとして、東京 2020 オリンピック・パラリンピック選手村で使用された県産材（レガシー材）を

壁面に展示・活用した。 
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8．事業を代表する写真及びキャプション 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9．事業内容・添付資料 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物全景 

東京オリンピックレガシー材再利用 

１Fエントランスホール 

１F展示・学習室 
防災展示（プロジェクターマッピング） 



3 
 

9．事業内容・添付資料 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開　　催 令和３年１０月～令和４年１２月まで　延べ７回開催

参 加 者
UD設計アドバイザー、NPO法人、車いす使用者、職員、設計者、施工者

等　延べ約１７０名

【ワークショップの開催状況】

【施工時の取組概要】

取組概要

・専門家（UD設計アドバイザー、NPO法人代表）や車いす使用者等の助

言や意見を受けながら、UD研修、疑似体験、利用シーンや目的ごとの課

題抽出、課題ごとの改善策及び実施の検討、サイン計画の検証等を行っ

た。

開　　催 平成３０年１２月～令和２年１月まで　延べ６回開催

参 加 者 UD設計アドバイザー、職員、設計者等　延べ約５０名参加

【設計時の取組概要】

取組概要

・UD設計アドバイザーの助言を受けながら、災害弱者の避難誘導、トイ

レ、多目的トイレ、オストメイト、LGBT、身障者用駐車スペース、サイ

ン、多言語表示等に関する設計の検討を行った。

【検証前後の変更状況】

■モックアップ（実物大模型）検証時　　　　　　　　　　　□建物竣工時

写真②

○多目的シート、

ベビーチェア等

の位置変更

○面台高さ、形

状変更

写真②

写真③ 写真③

○便座背もたれ

の位置変更

写真④ 写真④

○跳ね上げ式手

摺の長さ変更

○便座の高さ変

更

写真⑤

○手洗い、ボタ

ン等の位置変更

紙巻き器（台付

き）の追加

写真⑤

写真①

○ベビーチェア

位置変更

○面台高さ変更

○鏡位置下げ等

写真①

写真⑥ 写真⑥

○開閉スイッチ

の非接触型へ変

更

写真⑦

○サインの位置、

表示等の変更

写真⑦ 写真⑦-1

写真⑦-2

【検証前後の変更状況】

■モックアップ（実物大模型）検証時　　　　　　　　　　　□建物竣工時

写真⑨

○照明の照度、

位置の変更

写真⑨

写真⑧-1

写真⑧-2

写真⑧-1

○スペースの確保

○着替え台の変更

○鏡、手すり、

フックの設置変更

写真⑧-2

写真⑩

○使用状況の表示、

室名、サイン等の

変更

写真⑩

写真⑪

○化学物質過敏症

対応状況の表示、

フックの追加

写真⑩

◇ワークショップ【UD、実物大模型による検証、検証結果による対応等】 

モックアップ検証前後の変更等 


